
評価項目

評価項目 評価基準

１ 業務目的の

適合性

⑴ 本事業の目的や必要性を理解しているか。

２ 提案内容の

妥当性

⑴ 仕様の機能要件を満たしているか。（仕様書7、8）

（着眼点）

・使用者が必要な情報を入手できるための具体的な提案・工夫があり、その効果が見込まれるか。

・機能について使用者目線の分かりやすさ・使いやすさを考慮した提案・工夫があり、その効果が

   見込まれるか。

①ユーザー管理機能

②データ入出力機能

③地域資源情報登録機能

④地域資源情報検索・提供機能

⑤地域資源情報に関する掲載分野、データ項目の拡張機能

⑥地域資源情報の集計機能

⑦コミュニケーションツール

⑧活動記録機能

⑵ 仕様の非機能要件を満たしているか。（仕様書9）

①端末動作環境

②セキュリティ対策

③サービス提供

④運用サポート

⑤情報の安全措置

⑶ 拡張性に関する要件を満たしているか（仕様書10）

３ 業務の

スケジュール

⑴ 事業スケジュールが合理的なものとして具体的に示されているか。

４ ⑴ 事業を遂行するための実施体制が合理的なものとして具体的に示されているか。

⑵ 事業を遂行するための能力（専門性）を有しているか。

⑶ 障害発生時に迅速に対応できる体制が整備されているか。

⑷  本事業と類似する業務の実績があるか。

5 ⑴ 仕様書で要求している事項以外で有益な提案があるか。

⑵ 本システムに登録するデータの利活用についてアイデアがあるか。

⑶ 運用上の課題を解決するための機能強化が期待できるか。

6 見積価格の

妥当性

⑴ 見積内容が予定価格以内で、次年度以降の運用・保守経費を含め、提案内容と照らして整合性のあ

る妥当な積算となっているか。

※見積価格提案書により評価するため、提案書には記載不要。

業務の

遂行能力・

実施体制

(仕様書6)

有益な提案

別紙２


